
Outcome

（厚労省提出指標）

指標 

期間 各指標の計算式と分母・分子の項目名 分母・分子の解釈 

分子
A）手術後 48時間以内緊急再手術数 

B）一入院期間中の手術後 30日以内緊急再手術数（手術後 48

時間以内含む） 

分母の退院患者の内、一入院の間に指標 15 A） B）に当てはま

る（手術月は当月とは限らない）患者数。B）について、例えば脳

血管疾患で手術・入院し、骨折等で再手術した場合は除く。 

分母 入院手術数（入院手術を行った退院患者数）
対象月の退院患者の内、一入院の間に手術室で手術（カテーテル、

内視鏡は除く）をおこなった患者数 

収集

期間
１ヶ月毎  

調整

方法

緊急再手術割合 Ａ）入院手術患者の術後48時間以内緊急再手術割合 
Ｂ）一入院期間中の手術後30日以内緊急再手術割合 28

・外科系チームの医療の質の評価。 

2020年に報告された手術総件数は31.948件で、前年に比べ2,651件少なく

-7.66％減少しました。原因として新型コロナウイルス対策によって、緊急

性、重症でない疾患に対する手術の延期、または中止が影響したと考えられ

ます。 

指標の意義 

指標の計算式、分母・分子の解釈 

考察 

入院期間中の手術後30日以内緊急再手術があったのは30施設で、全体で259件

でした。発生率は2019年の0.89％に比べ、2020年は0.9％となっており0.01ポイ

ントとなっており大きな変化はありませんでした。 

手術件数が少ない施設では算出される割合の変化が大きくなるため施設間で

比較する場合は施設の規模や手術件数を考慮して考える必要があります。再手術

が比較的高い病院では、その理由等を十分に分析する必要があります。 

自院の時系列分析を行い事例ごとの発生原因の検討、個別の原因と集積したデー

タから要因の探索を通して改善につなげ、改善事例の情報を共有する事で再手術

数の減少に繋がることを期待します。 

2019年 回答病院 53   

2020年 回答病院 48 

●入院手術件数 

B）一入院期間中の手術後30日以内緊急再手術数（手術後48時間以内含む） 

2019年：最小値：0  25％値：0  中央値：0.25  75％値：0.87  最大値：2.13

2020年：最小値：0  25％値：0  中央値：0.38  75％値：0.94  最大値：2.26 

A）手術後48時間以内緊急再手術数 

2019年：最小値：0  25％値：0  中央値：0  75％値：0.28  最大値：0.63 

2020年：最小値：0  25％値：0  中央値：0  75％値：0.41  最大値：0.98 

手術後48時間以内緊急再手術があったのは21施設、77件0.25％でした。 

発生率は2019年の0.32％に比べ、2020年は0.36％となっており大きな変化はあ

りませんでした。 














